







者は男 3 名（13%）・女27名（19%）、BMI が25以上の肥満者は男 1 名（ 1 %）・女 3 名（ 2 %）であっ
た。腹囲が80cm 以上は 9 名（男 3 名、女 6 名）であった。超音波法による骨密度は80% 未満が 1
名（女 1 名）、80% 以上90% 未満が36名（男 5 名、女31名）であった。肥満者は低体重者・普通体重
者より収縮期血圧が有意に高値であった。血液検査の異常者はトリグリセリド（TG）の異常低値
39名・高値 9 名、総コレステロールの低値26名・高値16名であった。肥満者は低体重者・普通体重者
に比し、TG値は有意に高値、HDL-Cは有意に低値であった。血糖の低値 9 名・高値 4 名であったが、
HbA1c 高値は 0 名であった。血清鉄の低値は19名であったが、ヘモグロビン10mg/dl 以下は 1 名
のみであった。食物摂取頻度調査では平均摂取エネルギー量は男2,177kcal、女1,736kcal であった。
PFC 比の平均は蛋白質13.2%、脂質25.6%、糖質61.1% であった。朝食の欠食率は、朝食をほとん














































































学的解析は統計解析ソフト Stat View Ver.5.0
を使用した。多群間の平均値の差の検定は
ANOVA により多重比較を行い、post-hoc 解
析は Fisher で行った。頻度の差の検定は c2検








　BMI が25以上の肥満者は男 1 名（ 4 %）、女






80cm 以上の者は男性 3 名（13%）、女 6 名（ 4  
%）であった。
　超音波法により測定した骨密度が80% 未満












dl 以下の鉄欠乏性貧血と考えられる者は 1 名
（ 1 %）のみであった。トリグリセリドの異常
低値者は39名（23％）（うち男 5 名・女34名）、




















赤血球数（万 /ml） 516±26 448±29
ヘモグロビン（g/dL） 15.9±0.9 13.1±1.1
ヘマトクリット（%） 47.4±2.4 41.1±2.8













アミラーゼ （U/ l） 83±35 90±30
総コレステロール（mg/dl） 164±27 181±29
HDL コレステロール（mg/dl） 61±8 70±4





であった。g -GTP 異常低値者（16U/ l 以下）
は104名（63％）であり、うち男は 7 名（29%）、
女は97名（68%）であった。血糖の低値者は





































赤血球数（万 /ml） 1 2
ヘモグロビン（g/dL） 5 3
ヘマトクリット（%） 3 9













アミラーゼ （U/ l） 2 15
総コレステロール（mg/dl） 26 16
HDL コレステロール（mg/dl） 1 11













あった。 1 週間のうち 5 日以上朝食を欠食す















総コレステロール（mg/dL） 172±28 182±28 170±32
HDL コレステロール（mg/dL） 71±15 70±13 50±12＊
LDL コレステロール（mg/dL） 89±24 101±23 103±30
中性脂肪（mg/dL） 70±37 76±37 128±70＊
血糖（mg/dL） 87±10 85±10 93±3
血清鉄（mg/dL） 88±39 92±37 73±42
血中アディポネクチン（mg/dL） 14.9±5.6＊ 12.7±4.8 8.0±1.4
骨密度（%） 94±8＊ 102±13 109±6
収縮期血圧（mmHg） 102±10 104±9 118±13＊
















































　　食塩相当量（g） 7.4±2.7 （11.5） 6.4±2.5 （9.5）
　　カルシウム（mg） 629±441 （489） 443±298 （432）
　　　　鉄（mg） 6.9±2.8 （7.9） 6.4±2.5 （6.9）
　　ビタミン A（mgRE） 257±269 （804） 414±242 （756）
　　ビタミン D（mg） 6.4±5.5 （6.4） 4.9±3.0 （6.1）
　　ビタミン B1 （mg） 0.77±0.31（1.32） 0.61±0.27（0.93）
　　ビタミン B2 （mg） 1.22±0.71（1.52） 0.90±0.49（2.27）
　　ビタミン C （mg） 65±43 （95） 62±47 （93）
緑黄色野菜摂取量（g） 116.5±184.5 82.1±97.4
その他の野菜など（g） 76.2±40.1 73.7±44.6









0 日 1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日
男性 17 2 0 2 0 2 0 2













































































































3 ． Wakai K, et al：A simple food frequency ques-
tionnaire for Japanese diet--Part I. Development 
of the questionnaire, and reproducibility and 
validity for food groups. J Edipemiol, 1999；9：
216-226. 
4 ． Wakai K, et al：A simple food frequency ques-
tionnaire for Japanese diet--Part II. Reproducibil-




6 ． 日本人の新身体計測基準値　JARD 2001．栄養評
価と治療　2002；19（suppl）．
7 ． 滝川一．g -グルタミルトランスペプチダーゼ
（g -GTP）．臨床検査ガイド2007-2008（Medical 













Current study was undertaken to assess anthropometric measure, blood chemistry and characteristics of food 
intake in students in school of nutritional sciences of our university. One hundred and sixty-six subjects (24men 
and 142 women) were enrolled in the present study. Dietary assessment was performed by food frequency 
questionnaire (FFQ). The frequency of obese students (BMI≧25) is 2.4%. In obese students, blood pressure 
and triglyceride were significantly higher, and HDL-cholesterol and adiponectin were lower than in students 
with normal BMI. Total energy intake was enough, but lower intake of vitamins, minerals, and dietary fibers 
were ingested in students of our university, compared with average intake in Japanese students. The frequency 
of students without breakfast was lower in our university, compared with average value in Japanese students.
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